
(1)２０１３年４月１日　　　　　 　　　　高　知　県　労　連　　　　　    　　　　　　　ＮＯ．１５１

Ｎｏ．１５１

住所：高知市丸ノ内2-1- 10

高 知
県労連

発行：高知県労連書記局

〒780-0850 高知城ホール3階
[TEL]088-872-3406

[FAX]088-822-7969

針路

　

賃上げでデフレ脱却を！

　

統
一
行
動
で
世
論
を
喚
起

　 

３
月
８
日
、
高
知
県
労
連
は
春
闘･
統
一
行
動
を
行
い
、
早
朝
宣
伝

を
実
施
後
、
企
業
や
業
界
団
体
と
の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
訪
問
し

た
の
は
特
殊
製
鋼
所
、
高
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
サ
ニ
ー

マ
ー
ト
、
高
知
県
建
設
業
協
会
で
、
県
労
連
か
ら
は
、
田
口
委
員
長
、

西
山
副
委
員
長
、
牧
書
記
長
、
金
子
書
記
次
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　　 

特
殊
製
鋼
所
と
の
懇
談
で
は
、
円
高
の
話
題
に
。
「購
買
力
平
価
の

１
０
０
円
が
適
切
。
円
安
に
な
ら
な
い
と
企
業
は
海
外
に
出
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
今
は
輸
入
は
９
３
円
だ
が
、
輸
出
は
８
０
円
台
。
効
果
が
出

て
く
る
の
は
こ
れ
か
ら
。
よ
う
や
く
韓
国
、
中
国
と
価
格
で
競
争
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」と
円
安
を
歓
迎
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
な
ど
に
よ
る
景
気
の
動
向

に
つ
い
て
は
、
　
「毎
月
県
内
の
業
界
別
の

景
気
動
向
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
１
月

時
点
で
は
ま
だ
動
き
は
見
ら
れ
な
い
」

（県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
）
の
意
見

の
反
面
、
「緊
急
経
済
対
策
の
公
共
事

業
増
は
短
期
的
に
は
良
い
効
果
を
も
た

ら
す
だ
ろ
う
。
業
者
が
減
っ
て
い
る
の

で
、
短
期
的
に
は
下
請
け
業
者
が
仕
事

を
選
ぶ
状
況
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
年

度
末
の
仕
事
増
と
緊
急
経
済
対
策
で
受

け
た
く
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況

も
あ
る
。
通
年
的
に
平
準
化
す
る
よ
う

考
え
て
も
ら
い
た
い
」
（県
建
設
業
協

会
）
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
サ

ニ
ー
マ
ー
ト
と
の
懇
談
で
は
、
「消
費
者

の
財
布
の
紐
は
固
い
。
客
数
は
落
ち
て
い

な
い
が
、
客
単
価
が
落
ち
て
い
る
。
余
分

な
物
は
買
わ
な
い
と
い
う
姿
勢
に
な
っ
て

い
る
」と
デ
フ
レ
の
切
実
な
影
響
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　 

高
知
を
必
ず
襲
う
、
地
震
と
津
波

に
つ
い
て
は
ど
の
企
業
も
危
機
感
を
募
ら

せ
て
お
り
、
「従
業
員
の
い
の
ち
の
問
題

で
あ
り
、
高
台
移
転
で
き
れ
ば
一
番

良
い
。
し
か
し
、
多
く
の
借
金
を
抱
え

倒
産
し
た
で
は
雇
用
は
守
れ
な
い
。
何

が
よ
り
良
い
選
択
か
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
。

行
政
の
支
援
は
欠
か
せ
な
い
」（特
殊
製

鋼
所
）
や
「地
震
、
津
波
の
際
の
広
域

連
携
の
体
制
は
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

海
か
ら
は
漂
流
物
の
関
係
で
物
資
の
搬

入
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
ヘ

リ
で
運
ぶ
か
高
速
道
路
。
大
量
輸
送
に

な
る
と
高
速
道
路
の
被
災
状
況
次
第
。

店
に
よ
っ
て
は
長
期
浸
水
も
考
え
ら
れ

る
が
、
東
北
の
経
験
か
ら
被
災
者
の
生

活
を
支
え
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
品
物
が

そ
ろ
わ
な
く
て
も
で
き
る
も
の
か
ら
店

を
開
け
る
方
針
で
い
る
」と
の
意
見
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
（２
面
に
つ
づ
く
）

第84回高知県中央メーデー

日時：2013 年 5 月 1 日（水）

場所：高知中央公園　

　9:45 ～　オープニングセレモニー

10:00 ～　メイン集会

11:00 ～　パレード出発

※雨天決行

一
六
判
決
中

「違
憲
一

二
」「違
憲
・無
効
二
」「違

憲
状
態
二
」。
昨
年
一
二

月
の
衆
議
院
選
挙
を
め

ぐ
る
「違
憲
訴
訟
」
の
星
取
り
表
。
「怠

慢
国
会
を
批
判
」
（高
知
新
聞
）、
「国

会
の
ご
都
合
主
義
批
判
」
（東
京
新
聞
）

と
三
月
二
八
日
の
各
紙
の
論
調
は
厳
し

い
▲
注
目
が
広
島
高
裁
と
同
岡
山
支
部

の
「違
憲
・
無
効
」
判
決
。
広
島
高
裁

は
今
年
一
一
月
二
六
日
ま
で
猶
予
を
設

け
た
が
、
岡
山
支
部
は
判
決
確
定
で
無

効
と
し
た
。
上
告
を
受
け
、
最
高
裁
大

法
廷
は
年
内
あ
る
い
は
秋
口
に
も
統
一

判
断
を
示
す
見
通
し
▲
三
月
二
八
日
に

は
衆
院
選
挙
区
画
定
審
議
会
が
「０
増

五
減
」
の
区
割
り
案
を
発
表
。
高
知
、

福
井
、
山
梨
、
徳
島
、
佐
賀
の
五
県

が
定
数
三
か
ら
二
に
減
る
。
高
知
一
区

の
自
民
党
議
員
は
次
期
選
挙
区
選
挙
へ

の
不
出
馬
を
早
速
表
明
し
た
▲
各
党
の

思
惑
が
複
雑
に
絡
み
合
う
が
、
要
は
「一

票
の
平
等
」
「一
人
一
票
」
の
国
民
の
権

利
を
い
か
に
守
る
か
だ
。
国
民
の
意
思
に

基
づ
き
そ
の
代
表
が
国
政
を
動
か
す
と

い
う
代
議
制
民
主
主
義
の
根
幹
に
関
わ

る
問
題
▲
こ
れ
を
機
に

「人
口
比
」
を

基
準
に
し
た
論
議
か
ら
、
「得
票
率
と
獲

得
議
席
率
の
乖
離
」「大
量
の
死
票
」「多

様
な
民
意
の
国
政
への
反
映
」
等
へ間
口

を
広
げ
考
え
て
み
た
い
。
「
一
票
の
平

等
」
を
損
な
っ
て
い
る
の
は
人
口
問
題
だ

け
で
は
な
い
か
ら
だ
。
選
挙
制
度
が
、
国

民
の
意
思
を
歪
め
る
こ
と
を
こ
れ
以
上

許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
（田
）

県庁前での早朝宣伝の様子

建設業協会との懇談の様子
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女性部

◆県内企業 ：収益見込みへの影響（142社 ）

黒字水準

を維持

黒字幅減

少の懸念

黒字幅の

大幅減少

赤字転落

が心配

赤字幅拡

大を懸念
わからない

10 27 28 20 11 3

10.10% 27 .30% 28.30% 20.20% 11.10% 3.00%

5 14 9 0 0 4

13.50% 37 .80% 24.30% 2 .70% 10.80% 10.80%

3 1 1 1

50.00% 16.70% 16.70% 16.70%

18 41 38 2 1 16 8

12 .70% 28.90% 26.80% 14.80% 11.30% 8.00%

製造業

卸･小売業

その他

計

◆県内企業：値上げ対策として（複数回答）

商品価格

への転換

省電力設

備等更新

他ｴﾈﾙｷﾞｰ

源設備更新

機械の

夜間稼働

自家発電

の導入

ｴﾈﾙｷﾞｰ計

測システム

専門家を活

用した節電

人件費

の削減

その他経

費の削減

雇用の

見直し
その他

製造業 28 26 1 11 1 1 13 25 67 24 12

卸･小売業 2 14 3 2 1 25 1 3

その他 1 5 1

計 30 41 1 11 4 1 15 26 97 25 16

再
稼
働･

値
上
げ
に
反
対
！

住
民
の
暮
ら
し
に
安
心･

安
全
を

ば
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
す
伊
方
３
号
機
の

７
月
か
ら
の
稼
働
を
前
提
と
し
て

い
る
。
更
に
、
１
号
機
、
２
号
機

が
稼
働
す
れ
ば
値
下
げ
が
可
能

と
再
稼
働
の
世
論
誘
導
を
し
て
い

る
。
強
く
抗
議
す
る
。
ま
っ
た
く

納
得
い
か
な
い
。
値
上
げ
す
べ
き

で
は
な
い
」と
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　 

参
加
者
か
ら
は
「３
号
機
だ
け

で
な
く
、
１
号
機
、
２
号
機
の
維

持
管
理
費
も
含
ま
れ
て
い
る
。
原

発
の
費
用
を
の
け
て
計
算
す
べ
き
」

「私
の
家
庭
で
は
月
３
千
円
の
負
担

増
に
な
る
。
と
て
も
や
っ
て
い
け

な
い
。
原
発
再
稼
働
を
前
提
で
あ

り
絶
対
許
せ
な
い
」
「十
分
な
地

震
対
策
を
取
っ
て
い
る
と
言
う
が
、

原
子
炉
建
屋
は
岩
盤
の
上
で
も

タ
ー
ビ
ン
や
復
水
器
の
あ
る
建
屋

   

電
力
料
金
値
上
げ
の
問
題
は
深
刻

で
、
「四
国
電
力
が
値
上
げ
の
申
請

を
行
な
い
、
今
各
企
業
と
の
個
別
交

渉
に
入
っ
て
い
る
。
２
０
％
の
値
上
げ

だ
。
国
営
の
韓
国
や
中
国
と
競
争
で

き
な
く
な
る
。
原
発
ゼ
ロ
を
言
う
に

も
総
合
的
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
」

（特
殊
製
鋼
所
）と
厳
し
い
現
状
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
意
見
交
換
す
る
中
で

「個
別
の
企
業
、
電
力
会
社
任
せ
で

は
解
決
で
き
な
い
。
政
治
の
問
題
。

新
た
な
枠
組
み
、
政
策
が
必
要
」
と

い
う
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

　 

ま
た
、
地
域
を
い
か
に
守
る
の
か
で

意
見
交
換
。
「室
戸
な
ど
は
業
者
も

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
津
波
で
海
岸

線
の
国
道
が
壊
滅
し
た
ら
復
旧
す
る

に
は
高
知
か
ら
の
応
援
は
期
待
で
き

な
い
。
ユ
ン
ボ
な
ど
も
リ
ー
ス
が
多
い
。

被
災
し
た
ら
運
べ
な
い
。
そ
れ
ら
も

備
え
た
業
者
が
な
い
と
被
災
の
際
は

早
期
の
復
旧
は
で
き
な
い
」
（建
設
業

協
会
）、
「少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

の
中
、
企
業
と
し
て
も
地
域
を
支
え

て
行
く
視
点
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

小
規
模
店
舗
の
展
開
を
検
討
し
て
い

る
。
カ
タ
ロ
グ
販
売
、
個
別
配
送
な

ど
高
知
市
内
で
や
っ
て
い
る
が
、
中
山

間
部
で
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
」
（サ

ニ
ー
マ
ー
ト
）
な
ど
、
地
域
を
支
え

る
企
業
を
地
域
に
残
す
取
り
組
み
に

つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　 

国
民
大
運
動
高
知
県
実
行
委
員
会
は
１
９
日
、
四
国
電
力
高
知
支
店
に
電
気
料

金
の
値
上
げ
を
し
な
い
こ
と
な
ど
を
求
め
交
渉
し
ま
し
た
。
国
民
大
運
動
か
ら
は
１

６
名
が
参
加
、
四
国
電
力
側
は
澤
田
雅
之
広
報
課
長
ら
４
人
が
対
応
し
ま
し
た
。

Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｖ
、
高
知
新
聞
な
ど
が
取
材
を
し
ま
し
た
。

　 

県
労
連
の
田
口
委
員
長
が
、
「今
回

の
大
幅
値
上
げ
は
県
民
生
活
や
県
内
の

中
小
企
業
の
経
営
を
大
き
く
圧
迫
す

る
。
地
域
独
占
と
総
括
原
価
方
式
に

あ
ぐ
ら
を
か
い
た
安
易
な
値
上
げ
だ
。

役
員
報
酬
は
３
割
カ
ッ
ト
と
言
う
が
、

退
職
慰
労
金
の
み
だ
。
一
人
あ
た
り
の

年
間
報
酬
は
、
か
る
く
３
千
万
円
を
超

え
る
。
経
営
責
任
を
取
っ
て
い
る
と
は

到
底
思
え
な
い
。
ま
た
、
３
％
の
利
益

を
折
り
込
み
そ
れ
が
値
上
げ
額
に
反
映

し
て
い
る
」
「一
旦
過
酷
事
故
が
起
き
れ

１
面
の
つ
づ
き

は
埋
め
立
て
地
に
建
っ
て
い
る
。
大
き
な

地
震
で
両
者
を
つ
な
ぐ
配
管
が
損
傷
す

る
可
能
性
大
。
十
分
な
安
全
対
策
を

取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
新
た
な

安
全
神
話
」
「安
定
供
給
と
言
う
が
、

そ
の
大
き
な
手
段
で
あ
る
ガ
ス
コ
ン
バ
イ

ン
ド
発
電
の
増
設
計
画
は
な
い
」「エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ク
ス
と
言
え
ば
聞
こ
え

四国電力高知支店への要請の様子

原発関連経費 原発関係 備考（総額等）

人件費 518

核燃料費 52 1282

購入電力料 654

修繕費 129 650

減価償却費 133 559

事業報酬 292

公租公課 339

バックエンド費用 89 89

その他経費 65 889　原子力賠償支援機構負担金65

控除収益 -201

計 468 5071

参考：設備投資関係

伊方原発追加安全対策費用 730

設備投資費用 156 584　原発関係：電源69、原子燃料87

四国電力値上げ申請書に見る原発関連経費（25年～27年の年平均）　　　単位：億円

は
良
い
が
、
３
年
後
の
水
力
を
除
く
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
は
１
％
程
度
し
か

見
込
ん
で
い
な
い
。
結
局
、
需
要
が
減

る
中
で
原
発
３
基
を

動
か
せ
ば
原
発
の
比

率
は
５
割
を
超
え
る
」

な
ど
次
々
に
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　 

最
後
に
原
発
関
連

経
費
の
詳
細
の
公
表

と
四
国
電
力
と
し
て

高
知
で
説
明
会
を
開

催
す
る
よ
う
強
く
求

め
ま
し
た
。
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公
正
任
命
と
最
賃
引
き
上
げ
求
め

県
労
連
労
働
局
要
請
を
実
施

県
労
連
は
３
月
２
５
日
、
２
年
ご
と

に
行
わ
れ
る
高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
委
員
の
改
選
に
お
い
て
、
高
知
一
般

か
ら
前
田
研
氏
（高
知
一
般
組
合
長
）

と
町
田
麗
氏

（こ
う
ち
生
協
労
組
執

行
委
員
）
を
推
薦
し
ま
し
た
。
最
低
賃

金
ス
レ
ス
レ
で
働
く
非
正
規
労
働
者
の
状

況
を
反
映
で
き
る
よ
う
、
候
補
者
の
人

選
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
で
は
、
連
合
が
独
占
し
て
い
る

審
議
会
の
労
働
者
委
員
を
客
観
的
な

基
準
で
公
正
に
任
命
す
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。
労
働
局
は
、
「労
働
局
長
の

総
合
判
断
で
労
働
者
の
意
見
が
反
映
さ

れ
る
よ
う
任
命
し
て
い
る
」と
言
い
、
「総

合
判
断
を
下
す
た
め
の
客
観
的
な
判
断

県
労
連
は
２
７
日
、
『最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
委
員
の
公
正
任
命
』を
求

め
、
労
働
局
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
県
労
連
か
ら
９
名
が
参
加
し
、
賃
金
室
長

が
対
応
し
ま
し
た
。
全
国
最
低
の
最
低
賃
金
に
引
き
上
げ
や
最
低
賃
金
審
議
会
委

員
の
任
命
基
準
に
つ
い
て
厳
し
く
追
及
し
、
労
働
局
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
求

め
ま
し
た
。

基
準
は
な
い
」
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
県
労
連
は
、
「組
合
員
数
で
比

較
し
て
も
５
人
全
て
が
連
合
系
で
占
め
ら

れ
る
の
は
お
か
し
い
」
「県
労
連
は
労
働

全国最低賃金一覧

北海道 719 滋賀 716

青森 654 京都 759

岩手 653 大阪 800

宮城 685 兵庫 749

秋田 654 奈良 699

山形 654 和歌山 690

福島 664 鳥取 653

茨城 699 島根 652

栃木 705 岡山 691

群馬 696 広島 719

埼玉 771 山口 690

千葉 756 徳島 654

東京 850 香川 674

神奈川 849 愛媛 654

新潟 689 高知 652

富山 700 福岡 701

石川 693 佐賀 653

福井 690 長崎 653

山梨 695 熊本 653

長野 700 大分 653

岐阜 713 宮崎 653

静岡 735 鹿児島 654

愛知 758 沖縄 653

三重 724 平均額 749
審
判
員
や
労
働
委
員
の
よ
う
な
公
的
組

織
の
委
員
に
も
任
命
さ
れ
て
い
る
」
な

ど
抗
議
し
ま
し
た
。

最
低
賃
金
に
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
０
年
に
雇
用
戦
略
対
話
で
合
意

さ
れ
た
「２
０
年
ま
で
に
時
給
１
０
０
０

円
」の
政
労
使
合
意
が
い
き
て
い
る
事
を

確
認
し
た
上
で
、
地
域
間
格
差
を
縮
小

さ
せ
る
よ
う
な
大
幅
な
引
き
上
げ
を
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
最
低
額
と

な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
労
働
局
の
資

料
で
高
知
県
は
、
所
定
内
賃
金
な
ど

を
ふ
く
め
た
総
合
指
数
は
最
低
で
な

く
、
最
低
賃
金
が
全
国
最
下
位
で
あ
る

こ
と
と
は
矛
盾
し
て
い
る
と
強
く
指
摘

し
、
労
働
局
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ

て
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
「昨
年
の
答
申

は
全
国
で
も
最
後
の
方
に
出
し
て
い
る
。

全
体
の
水
準
を
見
て
判
断
し
て
い
る
と
し

か
思
え
な
い
。
本
来
議
論
す
べ
き
は
働

い
て
も
貧
困
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
労
働

者
を
ど
う
や
っ
て
救
済
す
る
か
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
」と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
労
働
局
と
し
て
し
っ
か
り

と
し
た
資
料
を
委
員
に
提
供
し
、
客
観

25歳単身男性の最低生計費試算結果　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円）

岩手県 福島県 首都圏 静岡県 愛知県 広島県 長崎県 高知県 各地の

北上市 会津若松市 さいたま市 静岡市 名古屋市 広島市 大村市 高知市 平均

最賃ランク⇒ Ｄ Ｃ Ａ＋Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｄ Ｄ

消費支出計 170,561 172,997 174,406 173,549 167,316 159,945 163,566 166,410 168,594

食　　　費 40,822 40,822 39,564 38,695 41,194 41,658 42,194 38,986 40,492

住　居　費 30,000 30,000 54,167 42,000 47,000 40,770 30,000 35,000 38,617

水道光熱費 9,017 9,017 6,552 6,993 7,837 6,998 7,546 6,611 7,571

家具・家事用品 3,362 3,417 3,881 2,686 3,856 4,793 3,401 3,841 3,655

被服・履物 5,232 5,689 7,548 5,838 4,764 9,538 4,654 7,381 6,331

保険・医療 2,465 2,465 2,465 2,420 2,465 2,674 2,465 2,420 2,480

交通・通信 40,252 42,252 18,214 40,082 18,635 14,995 35,550 34,862 30,605

教育 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教養・娯楽 16,608 16,650 18,273 15,417 17,187 20,397 16,522 16,346 17,175

理美容品費 2,586 2,518 3,275 2,871 3,067 1,790

交際費・その他 20,217 20,167 20,467 19,418 24,378 15,252 18,167 20,963 19,879

非消費支出 40,294 42,603 42,395 44,835 39,223 43,387 39,047 42,243 41,753

予備費 17,000 17,000 17,000 17,335 17,000 16,000 16,000 16,000 16,667

理論最低生計費（税込月額） 227,855 232,600 233,801 235,719 223,539 219,332 218,613 224,653 227,014

理論最低生計費（税込年額） 2,734,260 2,791,200 2,805,612 2,828,628 2,682,468 2,631,984 2,623,356 2,695,836 2,724,168

150時間換算 1,519 1,551 1,559 1,571 1,490 1,462 1,457 1,498 1,513

155時間換算 1,470 1,501 1,508 1,521 1,442 1,415 1,410 1,449 1,465

173.8時間換算 1,311 1,338 1,345 1,356 1,286 1,262 1,258 1,293 1,306

全労連調べ：徳島は2012年、静岡、長崎、愛知は2010年、岩手、福島は2009年。首都圏は2008年調査

注：時間当換算は①月150時間(年1800時間),②155時間(平均所定内実労働時間),③法定労働時間上限173.8時間等の考え方がある。

労働局への要請の様子

的
な
判
断
が
行
わ
れ
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

５
月
に
は
四
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
や
格
差
を
な
く

し
、
働
き
続
け
ら
れ
る
仕
事

の
確
立
を
目
指
し
、
今
後
も

積
極
的
な
運
動
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。



(4）２０１３年４月１日　　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　     　　　　　　　ＮＯ．１５１

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
４
月
２
５
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

時事川柳を募集中！

　

１
５
０
号
の
答
え
は
「
ソ
ツ

ギ
ョ
ウ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以

下
の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

【
当
選
者
】

　
　
　

上
空
で
見
か
け
た
機
体
が
オ
ス
プ
レ
イ

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

　
　
　

山
本　

喜
美　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

高
橋　

理　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

ジ
ミ
だ
っ
た
つ
い
に
解
党
国
民
新
党

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

川柳コーナー

おたよりの紹介

発
病
で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
見
直
し
を

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　 

（石
丸
虎
子
）

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
不
安
だ
ら
け
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　
　
（石
丸
虎
子
）

　
カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【タ
テ
の
カ
ギ
】
①
仏
教
の
六
道

の
一
つ
、
○
○
道
　
②
―
―
は
登

山
　
③
陽
が
沈
む
方
角
　
④
―
―

産
の
小
豆
や
ワ
イ
ン
　
⑥
泳
げ
な
い

の
で
―
―
が
必
要
　
⑧
上
弦
の
対
　

⑨
日
本
、
イ
ン
ド
な
ど
多
様
性
に

富
む
地
域
　
⑪
ア
ブ
ラ
ナ
。
―
―

油
　
⑬
畑
に
幾
筋
も
土
を
盛
り
上

げ
た
所
　
⑮
○
○
上
。
○
○
悪
人

【ヨコのカギ】①

飢饉で○○者が

出る③――の

セ ー タ ー 　 ⑤

――に一生を得

る　⑦○○から

枝が伸びる　⑧

ねうち⑩祭り

の――で景品

獲得　⑫恵み

の雨⑭五月の

節句　⑯アル

メニアの国花

そ
の
他
の
記
事

3月13日、 高知

県下6カ所で『3･

13重税反対統一

行動』が開催され

ました。 全体で

1200人以上が参

加しました。

3･13重税反対統一行動

郵政産業ユニオンが早朝集会
3月19日、 郵政

産業労働者ユニ

オンが、 春闘要

求 の 実 現 を 求

め、 早朝集会を

行い、 市民に要

求の正当性をア

ピールしました。

ルネサス前で早朝宣伝を実施

3月14日、ルネサ

スの1万4千人リス

トラに反対する早

朝宣伝を、 香南

市のルネサスエレ

クトロニクス前で実

施しました。

当
選
率
は
９
割
強
！

是
非
ご
応
募
を
！

「票
格
差
」
議
席
の
虚
構
突
き
崩
す

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（源
朝
光
）

ネ
ッ
ト
で
ゴ
ー
選
挙
に
目
覚
め
よ
若
者
よ

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（源
朝
光
）

嶺
北
を
黒
い
怪
鳥
飛
び
回
る

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（源
朝
光
）

中央郵便局前での早朝宣伝

税務署までのデモ行進

ルネサス前での早朝宣伝の様子

○締め切りが２月２５日になっていましたが、３月と信じて出し

ました。 今年は桜の開花が早いですね。 香美自治労連 （K･

Y）

○No.１４９の機関紙の 「おたよりの紹介」 と 「川柳コーナー」

を見た職場の仲間が大笑い。機関紙の４面だけはチェックが

入ってます。自治労連

【編集部より】

　いつも川柳ありがとうございます。 編集部でも、 楽しみに拝

見させてもらっています。 職場の方々には是非 「１～３面も」

とおすすめください。

【編集部より】

　お察しの通り、 編集部のミスです。 申し訳ありません。 こ

の機会ですので、 先月号は残り３カ所ほど日付け等のミスが

ありましたのを告白し、 お詫び申し上げます。


